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－ 2 － 
2009 年 3 月末を以って、専修大学経済学部教授を退職された平尾光司所員の退職記念研究会
が、下記のとおり開催された。参加者は、専修大学の教員に加え、他大学、旧日本長期信用銀
行、川崎市役所の関係者約 60 名である。本稿は、同研究会の記録である。 
 
平尾光司教授退職記念研究会 
日 時：3 月 14 日（土） 13：00～18：00 
場 所：都市センターホテル 708 会議室 
発表者：平尾光司 
司 会：徳田賢二（専修大学経済学部教授） 
第１部 長銀調査部時代（1960・70 年代） 
対談者：清成忠男氏（法政大学前総長） 
コーディネーター：鶴田俊正（専修大学名誉教授） 
第２部 長銀マネジメント時代（1980・90 年代） 
対談者：水上萬里夫氏（日本長期信用銀行元副頭取） 
コーディネーター：田中隆之（専修大学経済学部教授） 















－ 3 － 



































































































































－ 7 － 
ね。 










































































































































































村先生が、あれは 1964 年だったと思いますが、中堅企業論を発表されます。 
 

























































































－ 15 － 
鶴田 「黎明期のベンチャービジネス運動」というのがありまして、皆さんのお手元にござ
います同名の冊子、これは下條さんが中心になってパイオニアベンチャーグループがまとめた


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 37 － 


















































































































































































































































































































































































ここまでのプログラムは、かなり機械的に、60 年代と 70 年を一区切り、それから 80 年代と
90 年代を一区切りとしたわけですが、この第 3 部の 2000 年以降のテーマはこれまでの時期と























































































問をしていたんですね。恐らく 40 代後半ぐらいの年ごろだったのではないかと思うんです。 












































































































































































ら 94 年ですか、ＫＳＰの社長をされていた。設立後の KSP についてお話していただけますか。 
 
久保 91 年から 99 年まで。 
 
























































































－ 59 － 
 












































































































































































































































































































































































めて御礼申し上げます。1 時からはじめてもう 5 時間近くなりますが、非常に多様な分野であ
りますから、やっぱり時間的にも制約があります。田中さんのところでは、90 年代の長銀には
あまり触れることができなかったということもあるかと思います。これは田中さんが別の機会
にまとめるのがいいだろうと思います。 
残念ですが、もうこれ以上の時間は残っていません。久保さん、どうもありがとうございま
した。また、清成先生、水上さん、鶴田先生，どうもありがとうございました。そして 5 時間
ぶっ続けの平尾先生、さぞかしお疲れのことと思います。まことにありがとうございました。
また、5 時間もの間、きょうの会に出席してくださった皆様、どうもありがとうございます。 
（拍手） 
 
司会 どうも長時間ありがとうございました。すばらしいお話で感銘を受けました。ではこ
れで、本日の「平尾教授退職記念研究会」は終了とさせていただきます。 
（終了） 
